
 

  

高浜発電所３号機 第２４回定期検査の概要 
 
１．主要工事等 
 
（１）高エネルギーアーク損傷対策工事            （図－１参照） 

国内外の原子力発電所の電気設備で高エネルギーアーク損傷が発生している
ことを踏まえ、原子力規制委員会によるバックフィット（新たな規制基準の既存
の施設等への適用）として保安電源設備に係る技術基準規則等が一部改正（２０
１７年８月）されたことから、重要安全施設への電力供給に係る電気盤について、
遮断器の遮断時間の変更やインターロックの追加を行いました。また、非常用デ
ィーゼル発電機受電遮断器についても、保護継電器（リレー）やインターロック
の追加を行いました。 

 
（２）格納容器サンプ水位計取替工事             （図－２参照） 

   格納容器サンプに設置している浮力式水位計が製造中止となったことから、今
後の保守性を考慮し、差圧式水位計へ取り替えました。 

 
（３）原子炉照射試験片取出工事               （図－３参照） 

   中性子照射による原子炉容器の材料特性変化を定期的に把握するため、原子炉
容器内部に設置している照射試験片を取り出しました。（今回で５回目） 

 
（４）発電機固定子コイル取替および回転子コイル取替工事   （図－４参照） 

   発電機および励磁機の固定子コイル・回転子コイルの絶縁材料が経年劣化傾向
にあることから、予防保全として、発電機固定子コイル・回転子コイルおよび発
電機励磁機を新品に取り替えました。 

 
（５）原子炉容器供用期間中検査                 （図－５参照） 

原子炉容器の供用期間中検査として、原子炉容器溶接部等の超音波探傷検査
を行い、健全性を確認しました。 

 
 
２．設備の保全対策 
 

２次系配管の点検等                     （図－６参照） 
   当社の定めた「２次系配管肉厚の管理指針」に基づき、２次系配管１，０９３

箇所について超音波検査（肉厚測定）を実施しました。その結果、必要最小厚さ
を下回っている箇所および次回定期検査までに必要最小厚さを下回る可能性が
あると評価された箇所はありませんでした。 

   また、過去の点検において減肉傾向が確認された部位４１箇所、配管取替時の
作業性を考慮した部位４箇所、今後の保守性を考慮した部位２箇所、合計４７箇
所を耐食性に優れたステンレス鋼もしくは低合金鋼の配管に取り替えました。 

 
 



 

  

３．蒸気発生器伝熱管の渦流探傷検査結果            （図－７参照） 
 

３台ある蒸気発生器（ＳＧ）の伝熱管全数（既施栓管を除く計9,782本）につい
て、渦流探傷検査を実施した結果、Ｂ－ＳＧの伝熱管１本、Ｃ－ＳＧの伝熱管１
本について、管支持板部付近に外面（２次側）からの減肉とみられる有意な信号
指示が認められました。 
原因は、管支持板下面に異物が留まり、その異物に伝熱管が繰り返し接触した

ことで摩耗減肉が発生したものと推定しました。なお、異物は前回（第２３回）
の定期検査以前における弁等の分解点検時に混入したものと推定しました。 
対策として、当該伝熱管の高温側および低温側管板部で閉止栓（機械式栓）を

施工しました。また、ＳＧへの異物混入の可能性のある機器の点検については、
立ち入り前に作業服を着替えるとともに靴カバーを着用することや、垂直配管に
取り付けられている弁の点検後、目視による確認が困難な箇所に対して、ファイ
バースコープによる異物確認を行うことなどを作業手順書等に記載しました。こ
れらに加え、ＳＧ水張系統にストレーナを設置し、系統通水により健全性を確認
しました。 

［２０２０年２月１８日、２８日、４月１７日、７月１７日、９月７日お知らせ済］ 
 
その後、高浜発電所４号機第２３回定期検査において、ＳＧ伝熱管の外面減肉

が発生し、原因は稠密なスケールによるものと推定しました。高浜発電所３号機
においてもスケールの性状等を調査した結果、高浜発電所４号機と同様に稠密層
を主体とするスケールであることを確認しました。前回（第２３回）と今回の定
期検査において発生した伝熱管の損傷原因は、上記のように異物によるものと推
定していましたが、高浜発電所４号機の事象を踏まえ、スケールによる減肉の可
能性も否定できないと考えています。 
従って、高浜発電所４号機の対策であるＳＧ器内の薬品洗浄を高浜発電所３号

機において先行実施し、洗浄後に回収したスケールが脆弱化していることを確認
しました。 
 
 

４．燃料集合体の取り替え 
 

燃料集合体全数１５７体のうち６９体を取り替えました。なお、今回装荷した
新燃料集合体は５２体です。また、ＭＯＸ燃料は２０体を装荷しました。 
燃料集合体の外観検査（６５体）を実施した結果、異常は認められませんでし

た。 
 
 
５．次回定期検査の予定 
 

２０２２年冬頃 
 
 
６．その他 
 

大飯発電所３号機の加圧器スプレイ配管溶接部において、溶接時の硬化によ
る応力腐食割れを確認しました。これを踏まえ、高浜発電所３号機において、
応力腐食割れが発生する可能性がある条件で、かつ、当該箇所と同様の方法で
溶接された５４箇所について超音波探傷検査を実施しました。その結果、問題
がないことを確認しました。 

以 上 
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高浜発電所３号機 第２４回定期検査の作業工程

（２０２１年３月５日現在）

原子炉容器開放

燃料取出

１次系ポンプ弁点検

高エネルギーアーク損傷対策工事

燃料装荷

原子炉容器組立 起動試験

起動前弁点検

起動試験

出力上昇試験

並列
(３月１０日予定)

総合負荷性能検査
(４月上旬予定)

格納容器サンプ水位計取替工事

解列
１月６日

１次冷却材系統
漏えい検査

原子炉格納容器
漏えい率検査

A、B、C－蒸気発生器
伝熱管渦流深傷検査

原子炉照射試験片取出工事

発電機固定子コイルおよび回転子コイル取替工事※2

蒸気発生器伝熱管損傷対応

１次系ポンプ弁点検

注：黒塗りは実績を示す

※１：高浜発電所４号機の蒸気発生器伝熱管損傷を受けた
対策である蒸気発生器内の薬品洗浄を先行実施

※２：定格熱出力一定運転において性能検査を実施

蒸気発生器内
薬品洗浄※1

原子炉容器供用期間中検査

１次冷却材系統降温
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図－１ 高エネルギーアーク損傷対策工事

工事概要

国内外の原子力発電所の電気設備で高エネルギーアーク損傷が発生していることを踏まえ、原子力規制委
員会によるバックフィット（新たな規制基準の既存の施設等への適用）として保安電源設備に係る技術基準規
則等が一部改正（２０１７年８月）されたことから、重要安全施設への電力供給に係る電気盤について、遮断器
の遮断時間の変更やインターロックの追加を行いました。また、非常用ディーゼル発電機受電遮断器につい
ても、保護継電器（リレー）やインターロックの追加を行いました。

＜電源系統構成（イメージ）＞

G

外部電源

起動
変圧器

所内
変圧器

主変圧器

発電機

安全系6.6kV母線

DG ﾎﾟﾝﾌﾟ

安全系440V母線

ﾌｧﾝﾎﾟﾝﾌﾟ

： 遮断器

アーク放電により高温ガスが発生
↓

アーク放電が継続しガスの温度上昇
↓

高温ガスにより遮断器室内の配線被覆等が発火
（アーク火災）

工事概要図

遮断器の遮断時間の変更

：対象箇所

事故電流を検知してから遮断器を開放
させるまでの時間（遮断時間）を早くし、
アーク放電の継続時間を短くする。

所内変圧器

主変圧器

発電機

リレー

インターロック追加

発電機負荷開閉器を「切」とする
ことで、発電機残留電流を遮断

安全系6.6kv母線

③遮断器「入」→「切」

③発電機
「入」→「切」

④発電機の残留電流が
流れアーク放電が継続

①高エネルギーアーク損傷発生
遮断器

②事故電流検出

発電機
負荷開閉器

※安全系は、通常、No.2予備変圧器から
受電しているが、所内変圧器から受電
する場合があるため対策を実施

インターロックの追加

リレーおよびインターロックの追加

リレー

安全系6.6kv母線

①高エネルギー
アーク損傷発生

②事故電流検出

事故電流を検出し、発電機の停止
および遮断器を開放させる

リレー追加

インターロック追加

発電機を停止するとともに、遮断器を
開放することで、事故電流を遮断

③発電機
「入」→「切」

③遮断器
「入」→「切」

非常用
ディーゼル
発電機

※外部電源喪失時の非常用ディーゼル発電機
からの給電時における高エネルギーアーク
損傷の発生を想定した対策を実施。
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図－２ 格納容器サンプ水位計取替工事

工事概要

格納容器サンプに設置している浮力式水位計が製造中止となったことから、今後の保守性を考慮
し、差圧式水位計へ取り替えました。

格納容器サンプに設置している水位計を浮力式から差圧式へ変更しました。

工事概要図

＜取替前＞ ＜取替後＞

差圧式水位計

原子炉格納容器

主給水
（主給水ポンプから）

主蒸気
（タービンへ）

原子炉容器

1次冷却材
ポンプ

蒸
気
発
生
器

格納容器サンプ（水位計設置場所）

液面

ダイヤフラム
（大気開放）

ダイヤフラム

【浮力式水位計】
フロートの浮力により液面水位を検出する。

【差圧式水位計】
ダイヤフラムにかかる水圧により液面水位を検出する。

フロート

液面

加
圧
器

浮力式水位計
（製造中止）

凝縮水など

水中
ポンプ

液体廃棄物処理系
に移送

水中
ポンプ

液体廃棄物処理系
に移送

格納容器サンプ：格納容器内の凝縮水などの床ドレンが溜まる。通常運転中の水位は５０％から８５％であり、
水位が８５％になれば水中ポンプで液体廃棄物処理系へ移送する。

再循環
サンプ

凝縮水など



The Kansai Electric Power Co., 

Inc.

図－３ 原子炉照射試験片取出工事

工事概要

中性子照射による原子炉容器の材料特性変化を定期的に把握するため、原子炉容器内部に設置
している照射試験片１個を取り出しました。（今回で５回目）

取り出した照射試験片は、試験場所へ運搬し、各種試験を実施する予定です。（２０２１年３月運搬
予定）

工事概要図

炉心そう

熱遮へい体

原子炉容器（横から見た図）

カプセル

燃
料
集
合
体

カプセル設置箇所
（今回取出済）

熱遮へい体

原子炉容器

カプセル：照射試験片を収納した箱型の容器
取り出しはカプセルごとに行い、試験場所
において中の試験片を取り出す

原子炉容器（上から見た図）

炉 心

炉心そう

カプセル設置箇所
(2000年取出済)

カプセル設置箇所
(2009年取出済)

カプセル
設置中

カプセル設置箇所
(1985年取出済)

カプセル設置箇所
(1992年取出済)
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図－４ 発電機固定子コイル取替および回転子コイル取替工事

工事概要

発電機および励磁機の回転子コイル・固定子コイルの絶縁材料が経年劣化傾向にあることから、
予防保全として、発電機固定子コイル・回転子コイルおよび発電機励磁機を新品に取り替えました。

設備概要図

＜発電原理＞
・励磁機で発生した電気により、発電機回転子を電気磁石にする。
・発電機回転子（磁石）の回転により、発電機固定子コイルに作用する
磁力線の向きが変化し、発電機固定子コイルに電気が発生する。

発電機
固定子コイル

送電

Ｎ極

Ｓ極

Ｎ極

Ｓ極

励磁機固定子コイル

発電機
回転子コイル

励磁機回転子コイル

発電機 励磁機

励磁機で発生した
電気を発電機回転
子コイルへ送る

永久磁石が回転して
発生する電気を
励磁機固定子コイル
へ送る

永久磁石：磁力線

Ｎ極

Ｓ極

回転子

固定子

＜固定子・回転子の断面図＞

送電系統へ
（発電電力）

復水器へ

タービン
発電機

蒸気の流れ

励磁機

回転子コイル

固定子コイル

永久磁石

固定子コイル
固定子コイル

新品に取り替えた箇所
・発電機固定子コイル
・発電機回転子コイル
・励磁機本体

蒸気発生器より

固定子コイル

固定子コイル

回転子コイル

約15m

約5m

約3m

約6m

約2.5m

約3m
励磁機

回転子
コイル

＜発電機概要図＞

回転子軸

絶縁材料

回転子
コイル

絶縁材料

固定子
コイル
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①入口管台と胴との溶接部（Ａ～Ｃﾙｰﾌﾟ）
出口管台と胴との溶接部（Ａ～Ｃﾙｰﾌﾟ）
全６箇所の溶接部を検査

②入口管台とセーフエンドとの溶接部（Ａ～Ｃﾙｰﾌﾟ）
出口管台とセーフエンドとの溶接部（Ａ～Ｃﾙｰﾌﾟ）
全６箇所の溶接部全周を検査

③下部胴の長手溶接部
全３箇所の溶接部を検査

④入口管台内面丸み部（Ａ～Ｃﾙｰﾌﾟ）
出口管台内面丸み部（Ａ～Ｃﾙｰﾌﾟ）
全６箇所の丸み部を検査

⑤胴の溶接部
全４箇所の溶接部を検査

⑥胴フランジ ネジ穴のネジ部
５８箇所中２０箇所を検査

⑦スタッドボルト
５８本中１７本を検査

超音波探傷検査の箇所

：検査箇所

原子炉容器

①①

③

④

上蓋フランジ

上蓋

上部胴
上部胴フランジ

出口
管台

下部鏡板

下部胴

入口
管台

ボルト・ナット

セーフ
エンド

トランジション
リング

⑤

マニピュレータ

旋回スラスタ
（プロペラ）ｚ

車輪

探触子

吸着パッド

セーフ
エンド

図－５ 原子炉容器供用期間中検査

検査概要

原子炉容器の供用期間中検査として、原子炉容器溶接部等の超音波探傷検査を行い、健全性を
確認しました。

原子炉
容器

位置評定
装置

＜検査装置の概要＞

②

②

⑥

⑦
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図－６ ２次系配管の点検等

工事概要

今定期検査において、１，０９３箇所について超音波検査（肉厚測定）を実施しました。

取替範囲概略図

「２次系配管肉厚の管理指針」
の点検対象部位

今回点検実施部位

主要点検部位 １，４６８ ６８８
その他部位 ８７１ ４０５
合計 ２，３３９ １，０９３

○２次系配管肉厚の管理指針に基づく超音波検査（肉厚測定）部位

＜系統別概要図＞

【凡例】

：主蒸気系統

：給水系統

：抽気系統

：復水系統

：ドレン系統

：主な配管取替箇所

【取替理由】

①過去の点検で減肉傾向が確認されてい
るため計画的に取り替えた箇所 （４１箇所）
・必要最小厚さとなるまでの期間が
１０年未満の箇所
炭素鋼 ⇒ 低合金鋼 ３箇所
・必要最小厚さとなるまでの期間が
１０年以上の箇所
炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼 １８箇所
炭素鋼 ⇒ 低合金鋼 ２０箇所

②配管取替時の作業性※１を考慮して取り替えた
箇所 （４箇所）
炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼 ４箇所

③今後の保守性※２を考慮して取り替えた
箇所 （２箇所）
炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼 ２箇所

［合計 ４７箇所］

過去の点検において減肉傾向が確認された部位４１箇所、配管取替え時の作業性を考慮した部位４箇所、

今後の保守性を考慮した部位２箇所、合計４７箇所を耐食性に優れたステンレス鋼もしくは低合金鋼の配管

に取り替えました。

グランド
蒸気復水器

給水ポンプ
給水ブースタポンプ

脱気器タンク

低圧給水

加熱器

高圧給水

加熱器

蒸気発生器

復水器

高圧タービン

発電機

Ｇ

復水ポンプ

復水ブースタ
ポンプ

復水処理装置

第１第２第３第４

低圧ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ

湿分分離加熱器

湿分分離加熱器
ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ

低圧ドレンポンプ

脱気器

湿分分離加熱器

ﾄﾞﾚﾝﾎﾟﾝﾌﾟ

脱気器へ

①

低圧タービン

低圧タービンより

① ①

復水器へ

２段湿分分離加熱器

ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸより

湿分分離

加熱器より

③

②①
①

（結果）
必要最小厚さを下回っている箇所、および次回定期検査までに必要最小厚さを下回る可能性
があると評価された箇所はありませんでした。

※１：配管取替時に近傍の配管も一緒に取替えた方が
作業をし易いために取替えた

※２：狭隘部で肉厚測定がしづらい配管を取替えた
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発生箇所

伝熱管の拡大平面図

約6.3mm

約11.5mm

すき間
約0.2mm

伝熱管

管支持板
の貫通穴

（２次系冷却水）

１次冷却水

＜伝熱管概要＞
外径：約22.2mm
厚さ：約1.3mm
材質：ｲﾝｺﾈﾙ600合金

(特殊熱処理)

縦 ：約２４ｍｍ 横：約５ｍｍ
厚さ：約０．２ｍｍ 重さ：約０．２ｇ
材質：ステンレス鋼(ＳＵＳ３０４相当)

C-SGで回収した金属片

Ａ-SGで回収した金属片

縦 ：約３３ｍｍ 横 ：約５ｍｍ
厚さ：約０．２ｍｍ 重さ：約０．３ｇ
材質：ステンレス鋼(ＳＵＳ３０４相当)

約
5mm

電子顕微鏡にて確認した結果
すれ痕や摩耗を確認

約24mm

約33mm

約
5mm

電子顕微鏡にて確認した結果
すれ痕や摩耗、打痕を確認

：有意な信号指示管 （ １本）
：既施栓管（拡管部応力腐食割れ） （ １０本）
：既施栓管（拡管部応力腐食割れ以外） （１２４本）

Ｂ－蒸気発生器伝熱管（低温側）の状況

X方向
1

94

Y方向1 46

＜第３管支持板＞
有意な信号

指示管（X５４Y４）

Ｃ－蒸気発生器伝熱管（低温側）の状況

伝熱管

約22mm

約4mm

約1mm

約
29mm

第３管
支持板

：有意な信号指示管 （ １本）
：既施栓管（拡管部応力腐食割れ） （ ７本）
：既施栓管（拡管部応力腐食割れ以外） （１１３本）

 

1

94

X方向

Y方向1 46

＜第３管支持板＞
有意な信号

指示管（X３８Y３）

X54
Y4

X53
Y4

X54
Y3

X53
Y3 第３管支持板

X38
Y3

：きず：接触痕

伝熱管

約22mm

約1mm

1mm
以下

約
29mm

きずの位置
管支持板
下端より
約1㎜下

第３管
支持板

約4mm

1mm
以下

きずの位置
管支持板
下端より
約3㎜下

きず間隔約3mm

：きず：接触痕

系統概要図

蒸気タービンへ

原子炉格納容器

２次系冷却水

加圧器

１次冷却材
ポンプ

原子炉
容器

Ａ・Ｂ・Ｃ-
蒸気発生器

蒸気発生器の概要図

＜第３管支持板＞
Ｂ－ＳＧ：１本
Ｃ－ＳＧ：１本

１次冷却材入口
（高温側）

約２１ｍ

蒸気出口

湿分分離器

気水分離器

給水入口

伝熱管

管板
水室

１次冷却材
出口(低温側)

仕切板

第１管支持板

第２管支持板

第３管支持板

第４管支持板

第５管支持板

第６管支持板

第７管支持板

流量分配板

：２次系冷却水
の流れ

信号指示本数

図－７ 蒸気発生器伝熱管の渦流探傷検査結果
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系統図（調査範囲）

加圧器

１次冷却材ポンプ
原子炉容器

Ｇ

湿分分離加熱器

高圧タービン 低圧タービン

復水器
発電機

第１～４
低圧給水
加熱器

高圧給水加熱器

脱気器タンク

脱気器

主給水
ポンプ

主給水
ブースタポンプ

ＳＧ水張
ポンプ

ストレーナ

ＳＧＢＤタンク

水位制御弁

放水口へ

復水ポンプ

ストレーナ

仮設ストレーナ

Ｓ

蒸気発生器

＜調査範囲＞

伝熱管損傷の推定メカニズム

：ＳＧ器内の調査範囲
：ＳＧブローダウン系統の調査範囲
：ガスケットの健全性確認範囲

Ｂ－ＳＧでの減肉メカニズム（想定される形状の異物）Ｃ－ＳＧでの減肉メカニズム（回収した金属片）

サンプルライン

上部構造物

２次系冷却水
の流れ

１次冷却材
の流れ

２次系冷却水
の流れ

１次系冷却材
の流れ

X38Y3

X38Y2

管支持板

ＢＥＣ穴隙間に金属片が
挟まり伝熱管と接触

（１箇所目）

回収された金属片

X38Y3

X38Y2

管支持板

X54Y4

X53Y4

管支持板

伝熱管（X38Y3）

振動

伝熱管と管支持板の
ＢＥＣ穴ランド部※

にすき間あり

回収された金属片 管支持板下面に異物が
張り付き伝熱管と接触

（２箇所目）

姿勢を変え、管支持
板に張り付き

振動

振動

異物
（想定）

管支持板下面に異物
が留まり伝熱管と接触

管支持板と接触

※Ｃ－ＳＧについても、同様のメカニズム

参考：Ｃ－ＳＧ伝熱管のきず

工場における再現試験等の結果、管支持板下面に留まった異物に伝熱管が繰り返し接触することで摩耗減肉が
発生することを確認しました。

管支持板
管支持板との接触痕

伝熱管のきず（２箇所）

※ＢＥＣ穴ランド部
・ＢＥＣ穴：２次系冷却水の流路 （管支持板の四葉型の貫通穴）
・ランド部：伝熱管の支持部 （四葉型の凸面部）

減圧棒

取水口へ
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◆外面減肉が認められた蒸気発生器伝熱管２本については、高温側および低温側管板部で閉止栓
（機械式栓）を施工し、使用しないこととします。

対 策 ①

管板

伝熱管

機械式栓を伝熱管に挿入し、施栓装置の先端部を

引き下げることにより、中子も同時に引き下がり、

機械式栓を押し広げ施栓する

引き下げる

中子

施栓装置の先端部を、
中子にねじ込む

機械式栓

施栓方法

蒸気発生器の概要図

管板部

蒸気出口

１次冷却材入口
（高温側）

１次冷却材出口
（低温側）

施栓装置の先端部

機械式栓

高浜発電所３号機の蒸気発生器伝熱管の施栓状況

A-蒸気発生器
（3,382本）

B-蒸気発生器
（3,382本）

C-蒸気発生器
（3,382本）

合計
(10,146本）

検査対象本数 ３，２７２ ３，２４８ ３，２６２ ９，７８２

今回施栓予定 ０ １ １ ２

累積施栓本数
（応力腐食割れによる施栓本数）

［施栓率］

１１０
（７）

［３．３％］

１３５
（１０）

［４．０％］

１２１
（７）

［３．６％］

３６６
（２４）

［３．６％］

○蒸気発生器１基あたりの伝熱管本数：３，３８２本

○安全解析施栓率は１０％

（伝熱管の施栓率が１０％の状態において、プラントの安全性に問題がないことが確認されている）
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◆蒸気発生器への異物混入の可能性のある機器の点検について、次の内容を作業手順書等に記載しました。
これらについては、高浜発電所４号機第２２回定期検査で反映したものです。
・作業員が機器に立ち入る際には、作業服を着替えるとともに靴カバーを着用する。
・垂直配管に取り付けられている弁の点検後、目視による点検が困難な箇所に対してファイバースコープに
よる異物確認を行う。また、ウエスを使用する場合は新品とし、新品と再使用品を区別して管理する。

◆ＳＧ水張系統にストレーナを設置しました。

対 策 ②

加圧器

１次冷却材ポンプ
原子炉容器

Ｇ

湿分分離加熱器

高圧タービン 低圧タービン

復水器
発電機

第１～４
低圧給水加熱器

高圧給水加熱器

脱気器タンク

脱気器

主給水
ポンプ

主給水
ブースタポンプ

ＳＧ水張
ポンプ

ストレーナ

蒸気発生器
ＳＧＢＤタンク

水位制御弁

復水ポンプ

ストレーナ

仮設ストレーナ

Ｓ

放水口へ

Ｓ

【ストレーナ取付イメージ】

：水の流れ

建設時から配管に設けていた
容器に、円筒形でメッシュの
ついたカゴを設置。

（ストレーナ仕様）
・配管口径 ： 約216ｍｍ
・材 質 ： ステンレス鋼
・網 目 ： 約0.4ｍｍ角

◆高浜発電所４号機の対策であるＳＧ器内の薬品洗浄を高浜発電所３号機において先行実施し、洗浄後に回

収したスケールが脆弱化していることを確認しました。

＜薬品洗浄の流れ＞
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薬品

窒素／空気

ＳＴＥＰ①
ＳＧ器内温度を１００℃に昇温し､薬品を注入する。

ＳＴＥＰ②
ＳＧ器内温度を常温に戻し、スケールを系外へ排出（回収）する。

（その後、スケールの洗浄で分離した銅成分の洗浄を実施）

ＳＴＥＰ③
水張り・水抜きを数回繰り返し残留した薬品やスケールを洗い流す。

ＳＴＥＰ①～③までを約１週間かけて実施する。

窒素：鉄洗浄の際に使用
空気：銅洗浄の際に使用

ＳＧ器内の薬品洗浄結果
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減肉が確認された
伝熱管本数

調査結果概要
スケールによる
減肉の可能性

高浜３号機
第２３回定検
(2018年8月)

A－SG：1本
(減肉率20％未満)

減肉指示のあった
箇所付近にスケー
ルを確認。
スケールの回収を
試みたものの、破
損したため、スケー
ル以外の異物によ
る減肉と推定

否定できない

高浜４号機
第２２回定検
(2019年10月)

A－SG：1本
B－SG：1本
C－SG：3本

きず近傍にスケー
ルは確認されず。
１つの異物（ステン
レス薄片）が確認さ
れたものの、摩耗
痕が確認されな
かったため、異物
は流出したものと
推定※

否定できない

高浜３号機
第２４回定検
(2020年2月)

B－SG：1本
C－SG：1本

きず近傍にスケー
ルは確認されず。
２つの異物(ガス
ケットフープ材)が
確認され、そのうち
の１つが１本のきず
の原因の可能性が
あり、その他の異
物は流出したもの
と推定※

否定できない

高浜４号機
第２３回定検
(2020年11月)

A－SG：1本
C－SG：3本

有意な信号指示が
あった１本の伝熱
管の減肉箇所にス
ケールが確認され、
スケールによる減
肉と推定。
その他２本の伝熱
管についても、近傍
の管支持板上で摩
耗痕のあるスケー
ルを回収

可能性が高い

（参考）これまでのＳＧ伝熱管減肉事象における調査状況

※ 摩耗試験の結果、スケールが伝熱管を有意に減肉させる可能性は低いと推定

約３３mm

約５mm

約15mm

約9mm

厚さ１ｍｍ未満

減肉箇所

約10㎜

約20㎜


